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はじめに 
 
 本手引書は、「大気汚染防止法」、「札幌市生活環境の確保に関する条例」に基づく一

般粉じん発生施設及び「北海道公害防止条例」に基づく粉じん発生施設を設置される工

場・事業場の皆様に、届出を要する施設の規模・能力や、施設を設置する上で遵守しな

ければならない構造等の基準などの概要を取りまとめたものです。 
 本書や関係法令についてご不明な点がございましたら下記までお問い合わせいただ

きますようよろしくお願い致します。 

 
札幌市環境局環境都市推進部環境対策課 
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１
．
届
出

が
必

要
な

工
場

、
事

業
場

 
 

次
に
掲
げ
る
一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
又
は
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
札
幌
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
右
欄
に
掲
げ
る
構
造
並
び
に
使
用
及
び
管
理
に
関
す
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
 ○
 大

気
汚
染

防
止

法
 

一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
及
び
構
造
等
の
基
準
（
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
令
別
表
第

2、
同
法
施
行
規
則
別
表
第

6）
 

項
 

種
類

規
模

・
能

力
構

造
並

び
に

使
用

及
び

管
理

に
関

す
る

基
準

 
１

 
コ
ー
ク
ス
炉

 
原
料
処
理
能
力
が
１
日
当
た
り

50
ト
ン
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 
１
．

 装
炭
作
業
は
、
無
煙

装
炭
装
置
を
設
置
す
る
か
、
装
炭
車
に
フ
ー
ド

及
び
集
じ
ん
機

を
設
置
す

る
か
、
又
は
こ

れ
ら
と
同

等
以
上
の
効
果
を

有
す
る
装
置
を

設
置
し
て
行
う
こ
と
。

 
２
．

 窯
出
し
作
業
は
、
ガ

イ
ド
車
に
フ
ー
ド
を
設
置
し
、
及
び
当
該
フ
ー

ド
か
ら
の
一
般

粉
じ
ん
を

処
理
す
る
集
じ

ん
機
を
設

置
す
る
か
、
又
は

こ
れ
と
同
等
以

上
の
効
果

を
有
す
る
装
置

を
設
置
し

て
行
う
こ
と
。
た

だ
し
、
ガ
イ
ド

車
の
軌
条

の
幅
が
狭
い
こ

と
等
に
よ

り
ガ
イ
ド
車
に
フ

ー
ド
を
設
置
す

る
こ
と
が

著
し
く
困
難
で

あ
る
場
合

は
、
防
じ
ん
カ
バ

ー
等
を
設
置
し
て
行
う
こ
と
。

 
３
．

 消
火
作
業
は
、
消
火

塔
に
ハ
ー
ド
ル
、
フ
ィ
ル
タ
ー
又
は
こ
れ
ら
と

同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
装
置
を
設
置
し
て
行
う
こ
と
。

 
  

1



項
 

種
類

規
模

・
能

力
構

造
並

び
に

使
用

及
び

管
理

に
関

す
る

基
準

 
２

 
鉱
物
（
コ
ー
ク
ス
を
含
み
、
石
綿
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）

又
は
土
石
の
堆
積
物

 
面
積
が

1,0
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

る
こ
と
。

 
一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
鉱
物
又
は
土
石
を
堆
積
す
る
場
合
は
、
次
の
各

号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
１
．

 一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
２
．

 散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
３
．

 防
じ
ん
カ
バ
ー
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
４
．

 薬
液
の
散
布
又
は
表
層
の
締
固
め
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
５
．

 前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
３

 
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
及
び
バ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ベ

ア
（
鉱
物
、
土
石
又
は
セ
メ
ン
ト
の
用
に
供

す
る
も
の
に
限
り
、
密
閉
式
の
も
の
を
除

く
。）

 

ベ
ル
ト
の
幅
が

75
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
で
あ
る
か
、
又
は
バ
ケ
ッ
ト
の
内
容
積

が
0.0

3立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ

と
。

 

一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
鉱
物
、
土
石
又
は
セ
メ
ン
ト
を
運
搬
す
る
場
合

は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
１
．

 一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
２
．

 コ
ン
ベ
ア
の
積
込
部
及
び
積
降
部
に
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
、
並
び

に
コ
ン
ベ
ア
の
積
込
部
及
び
積
降
部
以
外
の
一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
部
分
に
第

3号
又
は
第

4号
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
３
．

 散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
４
．

 防
じ
ん
カ
バ
ー
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
５
．

 前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
４

 
破
砕
機
及
び
摩
砕
機
（
鉱
物
、
岩
石
又
は
セ

メ
ン
ト
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
り
、
湿
式

の
も
の
及
び
密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 

原
動
機
の
定
格
出
力
が

75
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

５
 

ふ
る
い
（
鉱
物
、
岩
石
又
は
セ
メ
ン
ト
の
用

に
供
す
る
も
の
に
限
り
、
湿
式
の
も
の
及
び

密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 

原
動
機
の
定
格
出
力
が

15
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
１
．

 一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
２
．

 フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
３
．

 散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
４
．

 防
じ
ん
カ
バ
ー
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
５
．

 前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 

2



○
札
幌
市

生
活

環
境

の
確

保
に

関
す
る

条
例

 

一
般
粉
じ
ん
発
生
施
設
及
び
構
造
等
の
基
準
（
札
幌
市
生
活
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第

5
条
、
第

24
条
）

 
種

類
規

模
・

能
力

構
造

並
び

に
使

用
及

び
管

理
に

関
す

る
基

準
 

鉱
物
（
コ
ー
ク
ス
を
含
み
、
石
綿
を
除
く
。
）

又
は
土
石
の
堆
積
場

 
面
積
が

50
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1,
00

0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

 
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

 
（
１
）
一
般
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

 
（
２
）
散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
防
じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
４
）
薬
液
の
散
布
又
は
表
層
の
締
固
め
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
５
）
前
各
号
の
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

 

3



○
 北

海
道
公

害
防

止
条

例
 

粉
じ
ん
発
生
施
設
（
北
海
道
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
別
表
第

2、
第

8）
 

項
 

種
類

規
模

・
能

力
構

造
並

び
に

使
用

及
び

管
理

に
関

す
る

基
準

 
１

 
原
材
料
等
置
場
（
鉱
物
及
び
土
石
の
堆
積
場

を
除
く
。）

 
面
積
が

1,0
00
ｍ

２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
防
じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
４
）
 
表
層
の
締
め
固
め
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
５
）
 
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
２

 
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
及
び
バ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ベ

ア
（
密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 
鉱
物
、
土
石
又
は
セ
メ
ン
ト
の
用
に
供
す

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、ベ

ル
ト
の
幅
が

75
ｃ
ｍ
未
満
で
あ
る
か
、
又
は
バ
ケ
ッ
ト
の

内
容
積
が

0.0
3ｍ

３
未
満
で
あ
る
こ
と
。

粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
積
込
部
及
び
積
降
部
に
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
、
並
び
に
積
込
部

及
び
積
降
部
以
外
の
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
第

3号
又
は

第
4号

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
４
）
 
防
じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
５
）
 
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
３

 
破
砕
機
及
び
摩
砕
機
（
鉱
物
、
岩
石
又
は
セ

メ
ン
ト
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
り
、
湿
式

の
も
の
及
び
密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 

原
動
機
の
定
格
出
力
が

75
KW

未
満
で

あ
る
こ
と
。

 

４
 

ふ
る
い
（
鉱
物
、
岩
石
又
は
セ
メ
ン
ト
の
用

に
供
す
る
も
の
に
限
り
、
湿
式
の
も
の
及
び

密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 

原
動
機
の
定
格
出
力
が

15
KW

未
満
で

あ
る
こ
と
。

 

５
 

分
級
機
（
鉱
物
、
岩
石
又
は
セ
メ
ン
ト
の
用

に
供
す
る
も
の
に
限
り
、
湿
式
の
も
の
及
び

密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 

 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
散
水
設
備
に
よ
っ
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
４
）
 
防
じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
５
）
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 

4



項
 

種
類

規
模

・
能

力
構

造
並

び
に

使
用

及
び

管
理

に
関

す
る

基
準

 
６

 
セ
メ
ン
ト
サ
イ
ロ
及
び
セ
メ
ン
ト
ホ
ッ
パ

ー
（
セ
メ
ン
ト
製
品
の
製
造
の
用
に
供
す
る

も
の
に
限
り
、
密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
原
材
料
の
投
入
部
及
び
取
出
部
に
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
、
並
び

に
投
入
部
及
び
取
出
部
以
外
の
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
が
防

じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
７

 
製
粉
機
（
食
料
品
の
製
造
の
用
に
供
す
る
も

の
に
限
り
、
密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。）

 
原
動
機
の
定
格
出
力
が

7.5
KW

以
上
で

あ
る
こ
と
。

 
８

 
乾
式
繊
維
板
製
造
施
設
及
び
削
片
製
造
施

設
並
び
に
チ
ッ
パ
ー
（
木
材
、
木
製
品
又
は

家
具
製
造
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。）

チ
ッ
パ
ー
に
あ
っ
て
は
、
原
動
機
の
定
格

出
力
が

2.2
5K

W
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 

９
 

混
合
施
設
及
び
調
合
施
設
並
び
に
包
装
施

設
（
農
薬
の
製
造
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限

る
。）

 

 
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
原
材
料
の
投
入
部
及
び
取
出
部
に
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
、
並
び

に
投
入
部
及
び
取
出
部
以
外
の
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
が
防

じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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ミ
キ
シ
ン
グ
ロ
ー
ル
（
ゴ
ム
製
品
の
製
造
の

用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。）

 
 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
 
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
建
築
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
２
）
 
フ
ー
ド
及
び
集
じ
ん
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
（
３
）
 
前
各
号
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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２
．

届
出

の
種

類
 

根
拠

条
文

 
届

出
の

種
類

 
備

考
 

様
式

 
第

18
条

 
第

1
項

 
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

設
置

届
出

書

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
を

設
置

す
る

と
き

は
、
工

事
実

施
の

事
前

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

 
第

18
条

の
２

 
第

1
項

 
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

使
用

届
出

書

法
改

正
等

で
、

新
た

に
、

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
が

追
加

さ
れ

た
と

き
に

、
既

に

該
当

す
る

施
設

を
設

置
し

て
い

る
場

合
は

、
30

日
以

内
に

届
け

出
が

必
要

で
す

。

大 防 法  

第
18

条
 

第
3
項

 
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

変
更

届
出

書

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
の

構
造

、
使

用
方

法
、
処

理
の

方
法

を
変

更
す

る
と

き
は

、

工
事

実
施

の
事

前
に

届
け

出
が

必
要

で
す

。
 

様
式

第
3 

第
45

条
 

第
1
項

 
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

設
置

届
出

書

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
を

設
置

す
る

と
き

は
、
工

事
実

施
の

事
前

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

 
第

46
条

 
第

1
項

 
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

使
用

届
出

書

条
例

改
正

等
で

、
新

た
に

、
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

が
追

加
さ

れ
た

と
き

に
、

既

に
該

当
す

る
施

設
を

設
置

し
て

い
る

場
合

は
、

30
日

以
内

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

 

市 条 例  

第
47

条
 

第
1
項

 
一

般
粉

じ
ん

発
生

施
設

変
更

届
出

書

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
の

構
造

、
使

用
方

法
、
処

理
の

方
法

を
変

更
す

る
と

き
は

、

工
事

実
施

の
事

前
に

届
け

出
が

必
要

で
す

。
 

様
式

9 

第
25

条
 

粉
じ

ん
発

生
施

設

設
置

届
出

書
 

粉
じ

ん
発

生
施

設
を

設
置

す
る

と
き

は
、

工
事

実
施

の
60

日
前

ま
で

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

 
第

26
条

 
粉

じ
ん

発
生

施
設

使
用

届
出

書
 

条
例

改
正

等
で

、
新

た
に

、
粉

じ
ん

発
生

施
設

が
追

加
さ

れ
た

と
き

に
、

既
に

該

当
す

る
施

設
を

設
置

し
て

い
る

場
合

は
、

30
日

以
内

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

 

道 条 例  

第
27

条
 

粉
じ

ん
発

生
施

設

変
更

届
出

書
 

粉
じ

ん
発

生
施

設
の

構
造

、
使

用
方

法
、

管
理

の
方

法
及

び
粉

じ
ん

の
処

理
の

方

法
を

変
更

す
る

と
き

は
、

工
事

実
施

の
60

日
前

ま
で

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

第
2
号

様
式

 

氏
名

等
変

更
届

出

書
 

以
下

の
変

更
が

あ
っ

た
と

き
は

、
変

更
後

30
日

以
内

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

１
 

届
出

者
の

氏
名

、
名

称
及

び
住

所
、

法
人

に
あ

っ
て

は
そ

の
代

表
者

 
２

 
工

場
、

事
業

場
の

名
称

及
び

所
在

地
 

共
通

様
式

 
法

第
18

条
の

13
第

2
項

 
市

条
例

第
48

条
 

道
条

例
第

30
条

 
使

用
廃

止
届

出
書

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
等

の
使

用
を

廃
止

し
た

と
き

は
、

廃
止

後
30

日
以

内
に

届
け

出
が

必
要

で
す

。
 

共
通

様
式

 

大 防 法 ・ 市 条 例 ・ 道 条 例  

法
第

18
条

の

13
第

2
項

 
市

条
例

第
49

条
 

道
条

例
第

31
条

 

承
継

届
出

書
 

一
般

粉
じ

ん
発

生
施

設
等

を
譲

り
受

け
、

又
は

、
借

り
受

け
た

と
き

は
、

承
継

後

30
日

以
内

に
届

け
出

が
必

要
で

す
。

 
共

通

様
式
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３．届出方法  
（１）大気汚染防止法に基づく一般粉じん発生施設設置・使用届出  

ア 届出事項  

・ 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名  

・ 工場又は事業場の名称及び所在地  

・ 一般粉じん発生施設の種類  

・ 一般粉じん発生施設の構造  

・ 一般粉じん発生施設の使用及び管理の方法  

  

イ 提出書類  

・ 様式第３  

・ 一般粉じん発生施設の配置図  

・ 一般粉じんを処理し、又は一般粉じんの飛散を防止するための施設の配

置図  

・ 一般粉じんの発生及び一般粉じんの処理に係る操業の系統の概要を説明

する書類  

 

ウ その他  

・ 届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合は、２０万円以下の罰金に

処せられることがあります。（大気汚染防止法第 35 条）  

・ 届出書の正本にその写し１部を添えて提出してください。  

・ 一般粉じん発生施設の構造、使用及び管理の方法を変更する場合は「一

般粉じん発生施設変更届出書」を提出してください。（様式第３）  

7



（２）札幌市生活環境の確保に関する条例に基づく一般粉じん発生施設設置・   

使用届出書  

ア 届出事項  

・ 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名  

・ 工場等の名称及び所在地  

・ 一般粉じん発生施設の種類  

・ 一般粉じん発生施設の構造  

・ 一般粉じん発生施設の使用及び管理の方法  

  

イ 提出書類  

・ 様式９  

・ 一般粉じん発生施設の配置図  

・ 一般粉じんを処理し、又は一般粉じんの飛散を防止するための施設の配

置図  

・ 一般粉じん発生施設及び一般粉じんの飛散防止のための施設の構造及び

その主要寸法を記入した概要図  

 

ウ その他  

・ 届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合は、１０万円以下の罰金に

処せられることがあります。（札幌市生活環境の確保に関する条例第１３

１条）  

・ 届出書の正本にその写し１部を添えて提出してください。  

・ 一般粉じん発生施設の構造、使用及び管理の方法を変更する場合は「一

般粉じん発生施設変更届出書」を提出してください。（様式９）  

8



（３）北海道公害防止条例に基づく粉じん発生施設設置・使用届出書  

ア 届出事項  

・ 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名  

・ 工場等の名称及び所在地  

・ 粉じん発生施設の種類  

・ 粉じん発生施設の構造及び使用の方法  

・ 粉じんの処理の方法及び粉じん発生施設の管理の方法  

・ 資本金額又は出資金額  

・ 就業者数  

・ 事業内容  

・ 操業期間及び作業時間  

・ 敷地面積及び建築面積  

  

イ 提出書類  

・ 別記第２号様式  

・ 工場等及びその付近の見取図  

・ 粉じん発生施設の設置場所及び粉じんを処理し、若しくはその飛散を防

止するための施設の設置場所を示す図面  

・ 粉じんの発生及び粉じんの処理に係る操業の系統の概要を説明する書類  

 

ウ その他  

・ 届出書を受理したときは、札幌市長が受理書を交付します。  

・ 届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合は、１０万円以下の罰金に

処せられることがあります。（北海道公害防止条例第８６条）  

・ 届出書の正本にその写し１部を添えて提出してください。  

・ 粉じん発生施設の構造及び使用の方法、粉じんの処理の方法及び粉じん

発生施設の管理方法を変更する場合は「粉じん発生施設変更届出書」を

提出してください。  
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 様式第１  

一般粉じん発生施設設置（使用、変更）届出書  
          

平成○○年○月○日  
 （あて先）札 幌 市 長  
                     〒１００－００００ 

届出者 住  所東京都千代田区霞ヶ関○丁目○番○号  
氏  名株式会社かんきょう 代表取締役 環境花江  

（法人にあっては名称及び代表者の氏名） 
０３－○○○○－○○○○ 

〒０６０－００００ 

札幌市中央区北１条西２丁目○番○号 

株式会社かんきょう 札幌支店 支店長 札幌みどり 

０１１－○○○－○○○○  

大気汚染防止法第１８条第１項（第１８条第３項、第１８条の２第１項）の規定により、一般粉じ

ん発生施設について、次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称  
株 式 会 社 かんきょ う

札幌工場 
※整 理 番 号                  

工場又は事業場の所在地  札幌市 中央区 北１条
西 2 丁目○番○号

※受理年月日                 年  月  日

一般粉じん発生施設の種類  

第１項 コークス炉 

第２項 堆積場 

第３項 ベルトコンベア

第５項 ふるい 

※施 設 番 号                  

※審 査 結 果                  一般粉じん発生施設の構造

並びに使用及び管理の方法  
別紙１から別紙４

のとおり。  ※備 考                  

 備考 １ 一般粉じん発生施設の種類の欄には、大気汚染防止法施行令別表第１に掲げ

る項番号及び名称を記載すること。 

２ ※印の欄には、記載しないこと。  
３ 変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を

対照させること。  
４ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日

本工業規格Ａ４とすること。  
５ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、

本人（法人にあってはその代表者）が署名することができる。  

＜記載例（法）＞

か
ん
き
ょ
う

札
幌
支
店
長

支店長、工場長などの代理者に届出を行

わせる場合は、上段に代表者、下段に代

理者を記載してください。(この場合は

委任状が必要です。また押印は代理者が

行ってください。) 

代表者（代理者）印を使用

してください。（丸印） 

（会社印ではありません）

該当しないものを線

で消してください 

該当しないものを線

で消してください 



別紙1 

一般粉じん発生施設 (コークス炉 )の構造並びに使用及び管理の方法  

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 №1   

名 称 及 び 型 式 コークス炉○○式   

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日

着 手 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日 年  月  日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日 年  月  日

原 料 の 処 理 能 力 (t/日 )  ○○ｔ／日    

炉 室 数 ○○   

規

模 炭 化 時 間 (h) ○○ｈ   

一般粉じんの処理装置の種類・型式 ○○装置○式○型    

集 じ ん 機 効 率 (％ ) ○○％   

装

炭

作

業 送 風 機 の 原 動 機 出 力 (kW) ○○ｋW   

一般粉じんの処理装置の種類・型式 ○○装置○式○型   

集 じ ん 機 効 率 (％ ) ○○％   

窯
出
し
作
業 送 風 機 の 原 動 機 出 力 (kW) ○○ｋW   

消
火
作
業 

一般粉じんの処理装置の種類・型式 ○○装置○式○型   

参
考
事
項 

  

 備考 1 設置届出の場合には着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用

届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、着手予定

年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。  
    2 参考事項の欄には、ガイド車の走行する炉床の強度、ガイド車の軌条の幅

員等について記載すること。  
    3 一般粉じん発生施設及び一般粉じんの処理又は防止のための装置 (フードを

含む。 )の構造とその主要寸法を記入した概要図を添付すること。  

当 該 事 業 場 等 に お け る 施

設 番 号 を 通 し 番 号 で 記 載

してください。 

使 用 届 出 時 の み 記 載 し て

ください。 



別紙２  

一般粉じん発生施設（堆積場）の構造並びに使用及び管理の方法  

 備考 １ 設置届出の場合には、着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使
用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、着手
予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。  

２ 堆積物の種類、性状及び通常の年間延べ堆積量の欄には比重、粒度、水分
値の既数及び通常の年間述べ堆積量について記載すること。  

３ 散水の方法、薬液散布の方法、締固めの方法及びその他の方法の欄には、
実施の量（たとえば散水の場合は水量Ｌ／ｔ）、実施頻度等を記載すること。  

４ その他の欄には、散水等と同等以上の効果を有する措置について記載する
こと。  

５ 一般粉じん発生施設及び一般粉じんの飛散防止のための装置の構造とそ
の主要寸法を記入した概要図を添付すること。  

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 №２  

名 称 及 び 型 式 円形野積方式  

設 置 年 月 日   年  月  日   年  月  日

着 手 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日

面 積（ｍ２） ○○ｍ２  規

模  堆 積 能 力（ t）  ○○ t  

堆積物の種類、性状及び通常の年間延べ
堆積量（ｔ／年）  

川砂 
○○ｔ／年 

 

堆積場がその中に設置されている
建築物の概要    

装 置 の 種 類 ・ 型 式 ・ 基 数 スプリンクラー２基  

装 置 の 能 力（ｍ３／ｈ） ２ｍ３／ｈ  
散 

 

水 

散 水 の 方 法 受け入れの都度  

防じんカバーの設置状況  ビニールシート  

薬 液 の 種 類 ・ 名 称   

装 置 の 種 類 ・ 型 式 ・ 基 数   

装 置 の 能 力（ｍ３／ｈ）   

薬
液
散
布 

散 布 の 方 法   

装 置 の 種 類 ・ 型 式 ブルドーザー○○型  締
固
め 方 法 転圧 1 回／日  

 

使 

用 

及 

び 

処 
理 
の 

方 

法 

そ
の
他

方 法   



 別紙３  

一般粉じん発生施設（コンベア）の構造並びに使用及び管理の方法  

 備考 １ 設置届出の場合には、着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使

用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、着手

予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。  
２ その他の欄には、散水等と同等以上の効果を有する措置について記載する

こと。  
３ 一般粉じん発生施設及び一般粉じんの飛散防止のための装置（フードを含

む）の構造とその主要寸法を記入した概要図を添付すること。  

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 №３  

名 称 及 び 型 式 ベルトコンベア  

設 置 年 月 日   年  月  日    年  月  日  

着 手 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日  

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日  

ベルト幅（ｃｍ）又はバケット内容
積（ｍ３）  ○○ｃｍ  

単 基 の 長 さ （ ｍ ） × 基 数 ○○ｍ×○基  

ベルト又はバケットの速度（ｍ／分） ○○ｍ／分  

規 

模 

運 搬 能 力（ｔ／ｈ） ○○ｔ／ｈ  

運搬物の種類、性状及び通常の月間運搬量 
（ｔ／ｈ）  

川砂 ○○ｔ／ｈ 

（５ｈ／日、２０日／月）
 

コンベアがその中に設置されてい
る建築物の概要    

集 じ ん 機 の 種 類 ・ 型 式   

集 じ ん 機 効 率（％）    
集

じ

ん

機  

送風機の原動機出力（ｋＷ）    

装 置 の 種 類 ・ 型 式 スプリンクラー  

装 置 の 能 力（ｍ３／ｈ） ○○ｍ３／ｈ  
散 

水 

運搬量当たり散水量（Ｌ／ｔ） ○○L／ｔ  

防 じ ん カ バ ー の 設 置 状 況 鉄板製フード  

使 

用 

及 
び 
管 

理 

の 

方 

法 そ
の
他

方 法   



別紙４  

一般粉じん発生施設（破砕機、摩砕機、ふるい）の構造並びに使用及び管理の方法 

 備考 １ 設置届出の場合には、着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使

用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、着手

予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。  
２ その他の欄には、散水等と同等以上の効果を有する措置について記載する

こと。  
３ 一般粉じん発生施設及び一般粉じんの飛散防止のための装置（フードを含

む。）の構造とその主要寸法を記入した概要図を添付すること。  
 
 

 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 №４  

名 称 及 び 型 式 ふるい 
トロンメル 

 

設 置 年 月 日   年  月  日    年  月  日  

着 手 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日  

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日  

原 動 機 の 定 格 出 力（ｋＷ）  ○○ｋW  規 

模 処 理 能 力（ｔ／ｈ） ○○ｔ／ｈ  

処理対象物の種類及び通常の月間処理量 
（通常）          （ｔ／月）

土石 

○○ｔ／月
 

破砕機、摩砕機又はふるいがその中
に設置されている建築物の概要  鉄骨スレート葺建屋  

集 じ ん 機 の 種 類 ・ 型 式 バグフィルター○○型  

集 じ ん 機 効 率（％）  ○○％  
集

じ

ん

機  

送風機の原動機出力（ｋＷ）  ○○ｋW  

装 置 の 種 類 ・ 型 式   

装 置 の 能 力（ｍ３／ｈ）   
散 

水 

処理量当たり散水量（Ｌ／ｔ）   

防 じ ん カ バ ー の 設 置 状 況   

使 

用 

及 

び 

管 

理 
の 

方 

法 そ
の
他

方 法   

該当しないものを線

で消してください 



様式９  

一般粉じん発生施設設置（使用・変更）届  

  平成○○年○月○日   
（あて先）札 幌 市 長          〒１００－００００ 

届出者 住  所東京都千代田区霞ヶ関○丁目○番○号  
氏  名株式会社かんきょう 代表取締役 環境花江  

（法人にあっては名称及び代表者の氏名） 
電話番号０３－○○○○－○○○○ 

〒０６０－００００ 

札幌市中央区北１条西２丁目○番○号 

株式会社かんきょう 札幌支店 支店長 札幌みどり 

０１１－○○○－○○○○ 

札幌市生活環境の確保に関する条例第４５条第１項（第４６条第１項・第４７条第

１項）の規定により、一般粉じん発生施設の設置（使用・変更）について、次のとお

り届け出ます。  

工 場 等 の 名 称 
 

株式会社かんきょう 札幌工場 

 

工 場 等 の 所 在 地 
 

札幌市中央区北１条西２丁目○番○号 

 

一般粉じん発生施設の 
種 類 

 
土石の堆積場 

 

一般粉じん発生施設の 
構 造 並 び に 使 用 及 び 
管 理 の 方 法 

別紙のとおり  

※ 整 理 番 号   ※受 理 年 月 日 年 月 日  

※ 工 場 等 番 号   ※審 査 結 果  

※ 備     考   

注１ 変更の届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を

対照させてください。  
２ ※印の欄には記入しないでください。  

備考 この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。  

支店長、工場長などの代理者に届出を行

わせる場合は、上段に代表者、下段に代

理者を記載してください。(この場合は

委任状が必要です) 

押印不要

該当しないものを線

で消してください。

該当しないものを線

で消してください 

該当しないものを線

で消してください。

＜記載例（市条例）＞



別紙  
一般粉じん発生施設の構造並びに使用及び管理の方法  

工場等における施設の番号  №１  

名 称  堆積場  

設 置 年 月 日    年  月  日   年  月  日

使 用 開 始 予 定 年 月 日    ○○年○○月○○日   年  月  日

面   積(m2) ○○m2  
規 模 

堆 積 能 力(t) ○○t  

堆 積 物 の 種 類  川砂  

堆 積 場 が そ の 中 に  
設 置 さ れ て い る  
建 築 物 の 概 要  

鉄骨スレート葺建屋 

 

装 置 の 種 類 ・  
型 式 ・ 基 数  

スプリンクラー 

○○製 2 基 

 

装置の能力 (m3/h) ２m3/h  

散 
 

水 

散 水 の 方 法  受け入れの都度  

防 じ ん カ バ ー の  
設 置 状 況  

鉄板製フード 
 

薬 液 の 種 類 ・ 名 称  
 

 

 

装 置 の 種 類 ・  
型 式 ・ 基 数  

 

 

 

装 置 の 能 力(m3/h)   

薬

液

散

布 

散 布 の 方 法  
 

 

 

装 置 の 種 類 ・ 型 式  ブルドーザー○○型  

 

締

固

め 方 法  転圧 1 回／日 
 

使

用

及

び

管

理

の

方

法 

そ

の

他 

方 法  
  

注１ 設置年月日の欄は、条例第４６条第１項の届出の場合及び条例第４７条第１項
の届出の場合に記入してください。  

２ 使用開始予定年月日の欄は条例第４５条第１項の届出の場合及び条例第４７
条第１項の届出の場合に記入してください。  

３ 散水の方法、薬液散布の方法、締固めの方法及びその他の方法の欄には、実施
の量（たとえば散水の場合は水量ℓ/t）、実施頻度等を記入してください。  

４ その他の欄には、散水等と同等以上の効果を有する措置について記入してくだ
さい。   

当 該 事 業 場 等 に お け る 施

設 番 号 を 通 し 番 号 で 記 載

してください。 

使 用 届出 時の み記 載し て

ください。 



別記第２号様式  
粉じん発生施設設置（使用・変更）届出書  

平成○○年○月○日           
（あて先）札 幌 市 長  
                         〒１００－００００ 

届出者 住  所東京都千代田区霞ヶ関○丁目○番○号  
氏  名株式会社かんきょう 代表取締役 環境花江  

０３－○○○○－○○○○ 

〒０６０－００００ 

札幌市中央区北１条西２丁目○番○号 

株式会社かんきょう 札幌支店 支店長 札幌みどり 

０１１－○○○－○○○○ 

 北海道公害防止条例第 25 条（第 26 条、第 27 条）の規定により、粉じん発生施設について、次の

とおり届け出ます。  

工場又は事業場の名称                         
株式会社かんきょう 

札幌工場 
※受理年月日                 年  月  日

工場又は事業場の所在地                        
札幌市中央区北１条

西２丁目○番○号  
※整 理 番 号                  

資 本 金 額 又 は                        
出 資 金 額                         ○○○円 ※工場・事業場番号                  

就 業 者 数                         ○○○人 ※審 査 結 果                  

業 種                         生コンクリート製造業 粉じん発生施設の種類  第２項ベルトコンベア

敷地面積（建築面積）                         ○○ｍ２（○○ｍ２）
粉 じ ん 発 生 施 設の 構
造・使用及び管理の方
法 並 び に 粉 じ んの 処
理の方法  

別紙のとおり。  

用 途 地 域                         
□工専、☑工業  
□準工業 □商業  
□その他（    ） 公害防止管理者                         □有  ☑無  

主 要 製 品 名                         生コンクリート 

操 業 期 間                         通年 

作 業 期 間                         通年 

公害防止担当部課                         
（責任者氏名）  

環境課 
（○○ ○○） 

※備 考                 

 

備考 １ 粉じん発生施設の種類の欄には、北海道公害防止条例施行規則別表第２に掲

げる該当の番号及び名称を記載すること。  
２ 変更届出の場合は、変更のある部分について変更前及び変更後の内容を対照

させること。  
３ ※印の欄には、記載しないこと。  
４ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日

本工業規格Ａ４とすること。  
５ 氏名欄（名称及び代表者氏名）に署名した場合、押印を省略できます。  

か
ん
き
ょ
う

札
幌
支
店
長

支店長、工場長などの代理者に届出を行

わせる場合は、上段に代表者、下段に代

理者を記載してください。(この場合は

委任状が必要です。また押印は代理者が

行ってください。) 

代表者（代理者）印を使用

してください。（丸印） 

（会社印ではありません）

該当しないものを線

で消してください 

＜記載例（道条例）＞該当しないものを線

で消してください 

用途地域が不明な場

合はお問い合わせ下

さい。 



別紙  
粉じん発生施設の構造、使用及び管理の方法並びに粉じんの処理の方法 
 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 №１  

名 称 及 び 型 式 ○○製○○型  

設 置 年 月 日   年  月  日    年  月  日  

着 手 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日  

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ○○年○○月○○日   年  月  日  

面 積（ｍ２）   

ベルト幅 (ｃｍ )又はバケット内容 ○○ｃｍ  

原 動 機 の 定 格 出 力（ｋＷ）  ○○ｋW  

規 

模 

原 材 料 の 処 理 能 力（ｔ／日） ○○ｔ／日  

１日の使用時間及び使用回数等 
９時～１７時  ８時間／回 
1 回／日  20 日／月 

時～  時  時間／回 
回／日  日／月 

季 節 変 動 の 有 無 作業期間：4 月～11 月  

原 材 料 の 種 類 骨材  

使 

用 

状 

況原 材 料 の 処 理 量（ｔ／月） ○○ｔ／月  

集 じ ん 機 の 種 類 ・ 型 式   
処理前   処理前   

集 じ ん 機 効 率（％）   
処理後   

 
処理後   集

じ

ん

機  

送排風機の能力（ｍ３
Ｎ／分）   

装 置 の 種 類 ・ 型 式 スプリンクラー  

装 置 の 能 力（ｍ３／ｈ） ○ｍ３／ｈ  
散 

水 

処理量当たり散水量（Ｌ／ｔ） ○Ｌ／ｔ  

防 じ ん カ バ ー の 設 置 状 況 鉄板製フード  

処

 

理

 

の

 

方

 

法  そ
の
他

方 法   

参 考 事 項   

添付書類 １ 工場又は事業場及びその付近の見取図  
２ 粉じん発生施設の設置場所及び粉じん処理施設又は粉じんの飛散を防止

するための施設の設置場所を示す図面  
３ 粉じんの発生及び粉じんの処理に係る操業の系統の概要を説明する書類  

 備考 処理の方法のその他の欄には、薬液散布、締め固めと記入すること。  
 

当 該 事 業 場 等 に お け る 施

設 番 号 を 通 し 番 号 で 記 載

してください。 

使用届出時のみ記載し

てください。 




